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総合実施計画(平成9～11年度)を策定
―だれもが安心して暮

ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
―

平
成
9
年
度
か
ら
1
1年
度
ま
で
の
「
足
立
区
総
合
実
施
計
画
」
か
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
2
1世
紀
の
将
来
像
で
あ
る
「
と
き
め
き

ゆ
と
り

水
辺
の
ま
ち

足
立
」
を
実
現
す
る
た
め
の
総
合
計
画
で
す
。
計
画
は
、
社
会
変
化
に
柔
軟
に

対
応
す
る
た
め
、
3
年
間
の
中
期
計
画
と
し
、
事
業
の
推
進
に
合
わ
せ
て
毎
年

見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
計
画
で
は
災
害
対
策
や
高
齢
者
福
祉
な
ど
の
事
業
を
重
点
的
に
拡
充

し
ま
し
た
。
総
合
実
施
計
画
の
大
き
な
柱
で
あ
る
「
地
域
保
健
福
祉
」「
生
涯

学
習
推
進
」「
ま
ち
づ
く
り
」の
項
目
ご
と
に
、主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
保
健
福
祉

元
気
あ
ふ
れ
る
生
活
を

支
え
る
し
く
み
を
つ
く
る

・
健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進

地
域
で
働
き
夛
孚
入
々
の
健
康
づ

く
り
活
動
を
支
懼
望
蚕

。
住
区
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
る
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
や
健
康
づ
く
り
の
学
習
活
呎
哂
に蚤

充
実
し
ま
夛

。

・
健
康
診
査
の
推
進

健
康
診
査
の
内
容
夲
禿
実
す
る
″にと

も
に
、
受
診
機
会
の
拡
大
奎
凶
り
、
区

民
が
受
診
し
や
す
い
体
制
を
整
備
し

て
、
成
人
病
の
予
防
や
青
年
期
・
壮
年

期
の
健
康
づ
く
9

雍

進
し
手

。

・
老
人
保
健
施
設
の
整
備

医
療
機
関
か
ら
家
庭
へ
の
中
間
的
施

設
と
し
て
、老
人
保
健
施
設
を
整
備

し
、リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
看
護
・

介
護
を
必
要
温
艮
嵩
齢
者
の
自
立
と

家
庭
復
帰
至
又
伊
¥
ヂ
。
施
設
の
整

備
に
あ
た
っ
て
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を

併
設
し
手

。

・
特
別
費
護
老
人
ホ
ト
ム
・
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設

自
宅
介
護
が
困
難
瑟
m
齢
者
の
た
め

に
特
別
餐
護
老
人
ホ
ー
ム
夲
建
設
し
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
寝
た
き
り
に
な

っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ

る
ぷ
つ
に
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
整
備
」泳
瓦

生
涯
学
習
推
進

個
性
豊
か
な
区
民
文
化
を
育
む

・
学
校
校
舎
の
建
設

良
好
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
児
單
王
徒
数
の
変
化
に
配
慮
し
つ

つ
、
老
朽
化
し
た
校
舎
の
計
画
的
な
改

築
を
進
め
耒
す
。

・
学
校
施
設
の
改
修

良
好
な
教
育
環
境
を
廈
保
し
て
い
く

た
め
、
小
・
中
学
校
の
内
装
や
外
装
、

教
室
、
廊
下
等
の
収
善
を
進
め
毒
す
。

同
時
に
、
照
明
設
備
や
給
排
水
設
備
な

ど
の
改
修
を
し
朿
y
。

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
設
一

学
校
教
育
の
質
的
向
上
を
図
る
た

め
、
文
部
省
の
整
備
方
針
に
沿
っ
て
、

小
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
磴
釁
罸

画
的
に
推
進
し
ま
す
。

・
生
涯
学
習
燮

錨
設
の
建
設

旧
千
寿
旭
小
学
校
の
跡
地
に
、
生
汪

学
習
活
動
の
中
心
的
な
施
ぞ
にな
る
生

涯
学
習
総
合
施
設
の
建
設
を
進
め
ま

す
。
施
設
に
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

や
新
中
央
図
書
館
、
気
軽
に
学
べ
る
放

挙
(
学
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
蓍
設
け
ま

す
。(
1
2年
開
設
予
定
)

▲ 小学 校にコンピ ューターの設 置を進め ます

▲ 40・50・60歳の方のための節目健康診査

▲ 特別養護老人ホームでの音楽療法

ま
ち
づ
く
り

魅
力
あ
る
暮
ら
し
の
ス
テ
ー
ジ

(都
市
・
ま
ち
)
を
つ
く
る

・
地
域
情
報
化
と
C
A
T
V

の
推
進
　

地
域
に
密
着
し
た
情
報
通
傴
基
盤
の

整
備
や
。
高
層
建
築
物
な
ど
に
よ
る
電

波
障
害
の
解
消
を
図
る
た
め
、C
A
T
V

事
業
奮
惹
進
し
、
段
階
的
に
放
映
対

象
地
苳
簽
天

」乖
歹
。

・
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備

区
役
所
内
の
防
災
セ
ン
タ
ー
を
防
災

の
中
核
施
収
と
し
て
計
画
的
に
整
備
・

拡
充
し
て
、
災
害
の
と
き
に
正
確
で
迅

珮
な
情
報
の
収
集
や
伝
達
を
行
う
災
害

情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
求
す
。

・
震
災
対
策
事
業

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
、学

校
や
保
育
園
、橋
な
ど
の
耐
震
補
強
を

行
い
ホ
y
。ま
た
、避
難
所
と
な
る
各

小
・
中
学
校
に
災
害
救
助
物
品
を
配
備

し
て
災
害
に
備
え
ホ
す
。

・
防
災
都
市
づ
く
り
事
業

区
で
は
恵
京
都
と
協
力
し
て
、
西
新

井
駅
西
口
南
地
区
で
防
災
都
市
づ
く
り

事
苳
冨
返
し
ネ
T
。こ
の
地
区
で
は

建
物
の
不
燃
化
や
道
路
整
備
、
陌
搭

動
の
拠
点
急
莵
的
に
整
備
し
刄
火
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
9
窟
吝
的
に
進
め

ホ
y
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

区
民
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
や
学
習
・

交
流
の
拠
点
施
収
と
し
て
、
東
京
都
と

協
力
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
1
を
建

設
し
ま
す
。(
9
年
9
月
開
館
予
定
)

・
道
路
・
交
通
網
の
整
備

衷
弓
く
り
の
基
偃
で
あ
る
都
市
計

画
道
路
の
整
備
を
は
か
り
ま
す
。
ま

た
、
区
内
の
東
西
交
通
の
不
便
を
解
消

す
る
た
め
、
環
状
7
号
線
に
沿
っ
て
、

足
立
・
葛
飾
・
江
戸
川
の
I
区
が
協
力

し
て
、
新
た
な
鉄
道
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
の

輅
備
夸
め
ぎ
し
廖
歹
。

・
工
巣
地
域
活
性
化
事
業

区
内
製
造
業
を
支
援
す
る
た
め
、
技

術
・
情
報
・
人
材
の
不
ツ
ト
ワ
ー
ク
構

築
支
援
、
人
材
育
成
支
援
、
新
分
野
進

出
支
援
、
中
父
篥
創
業
支
援
な
ど
各

種
の
支
援
事
業
を
展
開
」ま
す
。

総
合
実
施
計
画
書
は
、
区
政
情
報
室
(
区
役
所
中
央

館
2
階
)
や
各
図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
の
早
期
実
現
を

都
知
事
に
要
望

現
在
、
足
立
・
葛
飾
・
江
戸
川
区

で
は
、
議
会
と
行
政
が
一
体
y
な
っ

て
(
環
七
高
速
鉄
道

ヌ
ト
ロ
セ
ブ

ン
)
促
進
協
議
会
」
奮
毆
し
、
環

状
方
向
鉄
道
の
導
入
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
一
環
と
し
て
1
2月
2
4日
、

協
議
会
が
植
野
・
瀬
田
両
都
副
知
事

に
、
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
導
入
促
進
お
よ

り
仮
称
「
牛
活
都
市
東
京
構
想
」
へ
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
都
知
事
あ
て
の

要
薑

翆
鳧
出
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
の
導
入

が
、
交
通
不
便
地
域
の
解
消
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
や
均
衡

あ
る
発
展
に
大
さ
く
貢
壓
歹
る
y
y
否

挙
げ
、
早
期
実
現
を
要
請
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
植
野
副
知
事
は
、

構
想
の
中
に
明
確
に
位
置
づ
け
る
よ

う
最
大
限
の
努
力
を
し
た
い
と
発

一弓

ま
た
、
瀬
田
副
知
事
も
。
実
現

に
は
関
係
区
の
支
援
・
協
力
と
地
域

の
方
々
の
力
強
い
運
動
の
展
開
が
是

非
と
も
必
要
で
あ
り
、「
と
も
に
汗

を
覘
」沃
し
ょ
う
」
と
迷
べ
、
前
向

き
碪
蓊
釡
f
し
ま
し
た
。

問
先
卜
都
市
交
通
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹
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くらしの情報

本庁舎へのお周い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

困
っ
た
と
き
は
相
談
を

福
祉
事
務
所
の
ご
案
内

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
、
福
祉
に
関

す
る
総
合
的
な
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が

で
き
る
ぷ
つ
、
福
祉
事
務
所
に
総
合
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
串
歹
。

・
生
活
に
お
困
り
の
方

病
気
で
働
け
な
ぐ
な
ひ
収
入
が
減
っ

た
と
忝
な
ど
、
牛
活
費
や
医
療
費
で
お

困
ひ
の
方
に
、
牛
活
保
護
の
制
度
が
あ
n

ま
す
。

・
高
齢
者
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
鷽
掫
遣
し
て
い
ホ
y
。

ま
た
、
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
n
ま
た
は

ひ
と
り
翕
ら
し
の
高
齢
者
に
、
特
殊
寝

台
や
電
磁
調
理
骰
な
ど
の
ぼ
常
生
活
用

呉
の
給
付
・
貸
与
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
寝
た
き
n
な
ど
で
常
に
介
護
を
必

罫
と
し
、
同
時
に
在
宅
で
の
生
活
が
困

難
な
高
齢
者
に
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
の
相
談
奮
行
っ
て
い
李
7

。

・
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装

具
、
更
牛
區
療
、
且
罘
痞
用
具
や
住

宅
設
備
改
善
費
の
給
付
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
靡
な
ど
の
事
業
や
相
談
を
行

っ
て
い
ま
ず
。聴
覚
障
害
の
方
に
は
、

中
部
福
祉
事
務
所
で
毎
週
木
曜
日
(
祝

日
の
場
合
は
翌
日
)
、午
後
L
時
か
ら
t

時
ま
で
手
話
通
訳
者
が
相
談
の
お
手

伝
い
を
し
零
y
。

・
知
的
に
障
害
の
あ
る
方

愛
の
手
帳
の
交
付
、
知
的
障
害
者

(児
)
の
援
護
施
設
へ
り
入
所
な
ど
の

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
母
子
家
庭
の
方

2
0
歳
未
満
の
お
孑
さ
ん
の
い
る
母
子

家
庭
の
方
に
、児
童
の
就
学
資
金
や
就

職
支
度
兪
な
ど
の
芦
し
付
け
、ほ
子
寮

へ
の
入
所
な
ど
の
亊
業
奮
行
っ
て
い
ま

す
。吏
`
、指
定
の
国
民
宿
舎
な
ど
苳

年
―
泊
、
無
料
ま
穴
呀
朖
な
料
金
で

提
供
す
る

パ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー

ム
」
の
制
麌
き
が
あ
n
汞
歹
。

・
女
性
の
方

夫
婦
や
男
女
の
問
題
、
深
刻
な
状
況

で
緊
急
1
[

混
こ
、さ

恚
i

原
問
題
牽
郤
凡
て
困
っ
て
い
る

女
性
萱
屋
に
相
餮
寡
a

て
い
家
尻

圏
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

▽
家
庭
相
談
…
家
庭
相
談
貝
が
、
家
庭

内
の
い
ろ
い
る
な
問
題
に
つ
い
て
相
談

{
喜
吁
て
い
ホ
y
y
児
童
相
談
…
児

童
福
祉
司
が
、子
供
の
養
育
や
障
害
な

ど
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い

ホ
歹
日
時
卜
毎
週
月
・
木
曜
日
、午

前
9
時
～
正
午

圏
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

妊
産
婦
の
い
る
家
庭
が
経
済
的
な
理

由
で
出
産
費
用
を
支
払
う
y
y
笳
困
難

な
場
合
、無
料
象
限
娑
い
費
用
で
入

院
・
出
産
の
で
き
る
「入
院
助
産
制

度
」が
あ
n
汞
y
。た
だ
し
、病
院
が

限
6
れ
ま
す
。

対
象
=
妊
娠
7
ヵ
月

以
上
の
区
民
/
前
年
分
所
得
税
が
L
万
6

千
8
0
0円以
下
の
世
帯

い
ず
れ
も

問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

表1 福祉事務所一覧

児
童
手
当
・
特
例
給
付

・
児
童
手
当

出
生
届
を
出
し
た
方
や
区
外
か
ら
転

入
し
た
方
な
ど
で
、
次
の
要
件
に
該
当

し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は
、
児

篳
巫
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

対
象
卜
区
内
に
住
所
が
あ
り
ぶ
螽
未

満
の
児
童
を
養
音
じ
て
い
る
方

※
所

得
制
限
が
あ
り
琢
す
。
な
お
、
公
務
員

の
方
は
動
務
先
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い・
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
洛
な
ど
に

加
入
し
て
い
埀
力
は
、特
例
給
付
の
対

象
に
な
n
乖
y
。受
給
資
格
は
児
童
手

当
と
同
じ
で
す
。

※
別
に
所
得
制
限

が
あ
n
ま
す

い
ず
れ
も

手
当
月
額
凵
児
童
の
中
で
、
―
歳
未
満

の
児
童
が
、L
人
目
・
X
人
目
の
と
き

隘
う
千
円
/
―
人
目
以
降
の
と
き
は
L

万
円
。な
お
、
請
求
の
翌
月
分
か
ら
支

給
の
対
象
冫
な
ひ
ま
す
。
ま
た
、
現
在

受
給
中
の
方
が
、
会
社
郢
退
職
ず
る
等

で
、
申
請
時
と
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と

き
は
、
そ
の
つ
ど
孑
続
き
が
必
要
で
す

申
込
日
保
護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関

の
萋
豐
帳
(
郵
便
局
痴
啄
く
)
・
年

金
手
帳
・
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
窓
口

に
持
参

申
・
問
先
日
児
篳
雪
係

健

康

5
0歳
か
ら
の
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

人
生
8
0
年
時
代
を
健
や
か
に
す
`
岑

た
め
の
、
食
牛
活
と
口
の
健
康
つ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。日
時
H
I
月
1
7
日
　

(
月
)
・
2
4
日
(
月
)
、午
後
L
時
3
0
分
～

3
時
3
0
分
(
2
日
制
)
対
象
日
区

内
在
住
・
在
動
の
方
内
容
日
y
1
7
日

…
節
目
を
の
り
き
る
た
め
の
食
習
慣

(管
翅
栄
養
士
・
渡
辺
育
代
氏
)

マ
2
4

日
・
:口
か
ら
始
め
る
健
康
プ
ラ
ン

(日
本
大
学
歯
学
部
衛
生
学
教
室
・
尾

崎
哲
則
氏
)

定
員
=
4
0人
(先
着
順
)

費
用
日
無
料

申
込
日
電
話

場
・
申
・

問
先
H
中
央
本
町
保
偏
i一
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

が
ん
検
診
と
成
人

健
康
診
査
(
無
料
)

過
去
1
年
以
内
に
、区
の
同
種
の
検

苳
急
ひ
た
方
臉
霄
汞
す
。申
し
込

み
は
、(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
(
フ
リ

ガ
恚
、生
年
月
日
、性
別
、電
話
番

号
、検
磬
翆
明
記
し
、そ
れ
ぞ
れ
の

申
し
込
み
先
へ
。後
日
、受
磐
苫
案

内
命
お
送
9
¥
ヂ
。※
消
化
器
が

ん
検
診
は
、表
2
の
日
程
か
ら
検
診
日
、

場
所
(
必
ず
第
1
希
留
ま
で
)
も
明
記
S

消
化
羇
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
で

す
。

日
程
等
卜
表
2

対
象
H
3
5歳

以
上
の
区
民

※
胃
を
切
除
し
た
方
、

胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
受
診
で
き
ま
せ

ん

期
限
卜
3
月
に
受
診
奮
貘
孑
る

方
は
、2
月
1
5日
消
印
有
効

申
・
問

先
=
足
立
保
健
所
保
健
予
防
課

〒
1
2
1

伊
興
町
前
沼
1
1
5
7
-
6

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

画
女
性
が
ん
検
診

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
早
期
発
見
に

役
立
ち
ま
す
。

対
象
日
3
0歳
以
上
の

女
性
区
民

圏
成
人
健
康
診
査

血
液
、尿
、必
要
に
応
じ
て
心
電
図

の
検
杳
石
?
蒼
灯
い
、心
臓
、肝
臓
、

じ
ん
臓
の
病
気
や
饋
縻
病
、
高
血
圧
、

高
脂
血
症
等
に
つ
い
て
調
べ
廖
y
。

対
象
H
4
0
歳
以
上
6
4
歳
亀
和
6
年
t

月
1
日
以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民
-

「
女
性
が
ん
検
診

『成
人
健
康
診
査
』
は
い
ず
れ
も
I

目
四
卜
受
診
票
の
指
定
期
間
内
に
受
診

医
療
機
関
と
相
談
の
上
受
診

場
所
=

区
内
実
施
医
療
機
関

申
・
問
先
日
保

健
予
防
係

〒
1
2
0中央
本
町
1
-
1
7
-
1

表2 消化器がん検診( X 線撮影と検便による検診)

豪足 立保健所は、希 望さ れる方か多く 、翌月になること かあり ますのでご了 承く ださい。
な お、中央本町保 健相談所は、回数か多く 、希望日に受診し やすくなっ てい ます

成
人
健
康
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

健
診
結
器
官
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

対
象
悲
心

人
健
康
診
査
(
区
内
医
療
機
関
実
施
)

を
翼
口
だ
方

※
郤
異
に
蠢
だ
な
い
場

合
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
さ
ま
す

申
込
H
電
話

麈
高
脂
血
症
予
防
教
室

日
時
H
3
月
3
日
(
月
)
、
午
後
廴
時
3
0

分
1
3
時
3
0分

定
員
H
4
0人

場
・
申
・
問
先
卜
江
北
保
健
相
談
所

　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

・
肝
臓
病
か
気
に
な
る
人
に

日
時
卜
3
a

摎
二
水
)
、
午
後
L
時

卻
分
A

時
叩
が

講
師
H
三
宅
和
彦

氏
(
帝
京
大
学
教
授
)

定
員
H
8
0人

場
・
申
・
問
先
卜
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

講
演
会
「
お
酒
と
上
手
に
つ
き
あ
う
方
法
」

百
薬
の
長
と
霹
p
れ
る
お
酒
。飲
み

方
を
間
違
え
た
り
、量
が
過
貫
と
薬

も
毒
に
変
わ
n
汞
y
。お
い
し
ぐ
、お

酒
と
つ
枩
の
つ
方
法
を
考
凡
て
み
ま
し

ょ
う
。

日
時
H
I
月
1
3日
(
木
)
、

午
後
1
時
3
0分
A

時
3
0分

講
師
卜

宝
謇
正
身
(
成
増
厚
生
病
院
医
師
)

定
員
卜
2
0人
(
先
看
順
)

場
・
申
・

問
先
H
千
住
保
傴
町

(
3
8
B
B
)
4
2
7
7

ぜ
ん
息
な
ど
で
お
悩
み
の
方
へ

呼
吸
器
病
相
談
を
行
い
ま
す

「い
っ
た
ん
治
っ
た
の
に
、
子
供
の

こ
ろ
の
ザ
ん
息
が
ぶ
n
返
し
て
し
ま
っ

た
」、「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
も
あ
り
、

ぜ
ん
息
発
作
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
忝
な

い
」な
ど
、呼
吸
器
訶
で
お
悩
み
の
万
、

専
門
医
の
お
話
し
を
聞
い
て
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
日
3
月
3
日

(月
)
・
1
7日
(
月
)
、
い
ず
れ
も
午

後
I
煦
裂
7
3

時
即
分

場
所
日
区

役
所

対
象
日
呼
吸
器
詞
で
お
悩
み
の

1
5歳
以
上
の
区
民
お
よ
び
家
族

内
容

卜
専
門
医
に
よ
る
講
義
と
相
談

講
師

卜
灰
田
美
知
子
氏
(
半
蔵
門
病
院
ア
レ

ル
ギ
ー
内
科
医
師
)

定
員
H
各
2
0人

班
事
前
に
必
ず
電
話
予
約

費
用
卜
無

料

申
・
問
先
日
公
害
補
償
係

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

潰
瘍
(
か
い
よ
う
)性
大
腸
炎
患
者
会

日
常
牛
活
や
治
療
の
'
y
な
ど
、
仲

間
同
士
で
集
ま
っ
て
交
流
し
ま
せ
ん

か
y
日
時
日
2
月
2
0
日
(
木
)
、
午
後

1
時
A

時
卯
が

対
象
日
潰
悟
性
大

腸
炎
の
方
と
そ
の
家
族

内
容
H
お
互

い
の
情
報
交
換
・
交
流
会

費
用
H
無

料

申
込
日
電
話

柵
・
申
・
問
先
=

江
北
保
健
相
懣
町

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

胃
を
切
っ
た
人
の
交
流
会

様
々
な
脚
気
で
胄
を
切
っ
た
後
、
食

牛
居
や
日
常
生
活
か
と
て
も
不
便
に
な

る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
本
人
や
家
族
が
集
ま
っ
て
情
報
を

交
換
し
、
励
ま
し
合
う
会
を
閧
き
ま

す
。

日
時
卜
2
月
1
9日
(
水
)、
午

後
1
時～
4
時

対
象
H
胃
髦
切
除
し

た
方
ま
た
は
家
族

内
容
H
懇
談
会

定
員
卜
3
0人

場
・
申
・
問
先
卜
足
立

保
鴎
町

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

成
人
病
と
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

健
診
の
機
会
の
少
な
い
女
性
を
対
象

に
、
検
亰
忌
辰
学
習
受
行
い
ま
す
。

日
時
卜
l
月
2
6
日
(
水
)
・
3
月
2
6
日
　

丞
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時～
1
0
時

対
象
卜
1
8歳
～
迴
尽
ま
で
の
女
性

内

容
=
体
脂
肪
測
定
、
血
圧
、
血
液
(
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
、
貧
血
)

検
査
、
尿
検
査
、
骨
密
度
測
定
等

定

員
ふ
y
(
(
先
看
順
)
費
用
卜
無
料

申
込
日
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
日
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
脅
を
記
入

期
限
=
2
月
1
4
R
必
着
場
・
申
・
問

先
=
足
立
保
鴟
t
〒
Ⅲ
伊
興
町
前
沼

1
1
5
7
-
6

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

講
演
会
「
わ
が
子
ら
の
人
権
を
守
る
た
め
に
」

障
害
児
・
者
と
と
も
に
生
き
る

子
供
の
健
や
か
浴
客
と
苟
垠
を
保

障
す
る
y
にど
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
}
で
の
親
の
願
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
ど
つ
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
、

ま
た
、
親
の
責
任
と
権
利
に
つ
い
て
、

ダ
ウ
ン
症
児
の
親
の
会
の
皆
さ
ん
と
I

緒
に
考
I

ヂ

。

日
時
卜
1
月
1
9日
(

水
)
、
午
前
!
0時
～
正
午

講
師
卜
茂

木
俊
彦
氏
(
都
立
大
学
教
授
)

定
員

卜
5
0人

宍
用
卜
無
料
(
保
育
あ
り
)

場
・
申
・
問
先
H
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

理
・
美
容
師
法
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ

業
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

理
容
所
・
美
容
所
・
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
所
を
、
相
続
袤
応
は
法
人
9

枅

に
よ
る
経
営
の
継
譽
埀
灸
芳
は
、8

年
1
2月
2
6日
以
降
、
承
継
届
を
保

健
所
長
へ
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
確
認
の
必
要
が
莎

、な
り
ま

し
た
。

問
先
日
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7



1997 年( 平 成9 年) 2 月5 日 あ だ ち 広 報 第1156 号( 3)

国

保

4
月
1
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
証
・

特

定
疾

病
療

養

受

療

証

・
国
民
健
康
保
険
証

国
民
健
康
保
険
の
加
入
世
帯
へ
、4

月
1
日
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い
保
険

証
を
、3
月
2
5
R
(
予
定
)
に
郵
送
し

毒
y
。た
だ
し
、長
期
間
連
絡
か
な
ぐ

保
険
料
の
納
付
が
な
い
な
ど
、資
格
の

確
認
の
必
要
な
世
帯
に
は
、国
民
健
康

保
険
課
の
窓
口
で
確
認
後
、直
接
お
渡

k
灸
蕩
合
も
あ
2
ヂ
。嵒
(
学
生

用
)
・
@
遠
隔
地
用
)
の
保
険
証
は

自
動
的
に
更
新
し
ま
せ
ん
。
該
当
世
帯

に
夸
胥
于
る
申
請
書
を
鳧
出
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
卜
一
般
被

保
険
者
証
…
う
ぐ
い
す
色
/
退
職
被
保

険
者
証
・・・
渙
ク
リ
ー
ム
色

▽
表
札
、
住
所
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い

保
険
証
は
、
住
民
登
録
・
外
国
人
登

録
の
住
所
に
お
送
n
r
¥
チ
。
登
録
住

所
以
外
に
は
郵
送
せ
ず
、
転
送
も
し
ま

せ
ん
。
転
居
さ
れ
た
方
は
、
お
早
め
に

区
民
事
務
所
吏
ほ

外
国
人
登
録
係
に

住
所
変
更
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
表
札
が
出
て
い
な
い
と
保

険
証
が
届
か
な
い
燮
-
が
あ
り
ま
す
。

誤
配
を
防
ぐ
た
め
に
も
表
示
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
先
卜
資
格
賦
課
係

圏
国
民
篥
保
険
特
定
疾
病
療
費
受
療
証
　

人
工
凍
胼
な
ど
蔘
受
け
て
い
る
方
が

お
持
ち
の
「
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病

療
養
受
療
証
」
も
、
4
月
1
日
か
ら
新

し
く
な
2
ヂ
。
新
し
い
国
民
健
康
保

険
歇
と
は
別
に
郵
送
し
ホ
y
。
問
先

卜
保
険
給
付
係

(学)
(遠)
保
険
証
を
お
持
ち
の
世
帯
へ

申
請
書
は
2
月
2
8日
ま
で
に
提
出
を

国
民
健
康
保
険
証
が
4
月
1
日
か
ら

新
し
ぐ
な
る
た
め
、
箘
(
学
生
用
)
・

④

遠
隔
地
用
)
保
険
証
牽
引
き
続
き

必
要
と
す
る
場
合
'

い
ら
な
ぐ

な
っ
た
場
合
は
、
い
ず
れ
も
届
け
出
が

必
要
で
す
。
⑦
・
a
の
保
険
証
は
自
動

的
に
更
新
(
郵
送
)
し
ま
せ
ん
の
で
、

該
当
世
帯
に
お
送
り
す
る
申
請
書
を
x

月
2
8日
ま
で
に
必
ず
猊
出
し
て
ぐ
だ
さ

い
。

問
先
卜
資
格
賦
課
係

申
請
を
お
忘
れ
な
く

出
産
育
児
一
時
金

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
出
産
し
た
と
き
は
。
出
生
児
L
人
に

つ
き
、
出
産
育
児
一
時
金
3
0
万
円
が
支

給
さ
れ
眼
y
。
妊
娠
4
ヵ
月
肪
旦

以
上
で
あ
れ
ば
。
流
産
・
死
産
(
人
工

中
絶
も
含
む
)
で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
者
本
人
が
、
他
の
医
療
保
険
か

ら
鷽
け
と
る
y
と
が
で
き
る
場
合
T

年
以
上
の
加
入
で
退
職
後
6
ヵ
月
以
内

の
出
産
)
は
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん

申
込
H
国
民
健
康

保
険
証
・
母
子
手
帳
・
世
帯
主
の
印

鑑
・
世
帯
主
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便

局
は
除
く
)
・
流
産
、死
産
の
と
き
は
、

そ
の
証
明
書
を
窓
口
に
持
参

申
・
問

先
卜
保
険
給
付
係

保
険
料
は
税
控
除
の
対
象
で
す

所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
を
す
る

際
、
国
民
健
康
保
険
料
は
「
掟
葆
険

料
控
除
」
の
対
象
に
な
ひ
ま
す
。
お
手

元
に
あ
る
領
収
書
や
口
肇
鬟
晨
通
知

(
(
ガ
キ
)
か
ら
領
収
日
を
確
認
し

て
、
昨
年
の
1
月
か
ら
1
2月
ま
で
に
納

め
た
保
険
料
の
合
計
額
を
申
t
じ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
領
収
寤
な
ぐ
贏
符

し
な
く
て
も
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ

う
。

問
先
H
庶
務
係

休
日
と
夜
間
の
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
課
で
は
、
平
日
や
昼

間
に
来
庁
で
煮
な
い
方
の
た
め
に
、
休

日
と
夜
間
の
納
付
相
談
を
冥
施
U
て
い

ま
す
。
保
険
料
の
支
払
い
方
法
な
ど
、

ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
時
卜
▽
2
月
1
6日
(
日
)
・

3
月
2
9
日
(
土
)
…
午
前
9
時
～
午
後

5
時
▽
3
月
1
1
日
(
火
)
・
1
2
日
　

(
水
)
E
午
後
5
時
製
了
&
時
場

所
H
国
民
健
康
保
険
課
1
番
窓
口

年

金

保
険
料
は
前
納
払
い
が
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
前
納
ず
る
と

割
引
に
な
り
ま
す
(
表
3
)
。
口
座
振

替
で
前
納
を
希
望
灸
傷
合
は
、
お
近

く
の
金
融
機
関
、
区
民
事
務
所
、
ま
た

は
年
金
課
窓
口
で
、
2
月
末
日
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
前
納
払

い
の
振
替
日
は
4
月
1
5旦
に
f

問
先

卜
保
険
料
係

6
0歳
説
明
会

日
時
卜
2
月
1
8日
灰
)
・
1
9日
(
水
)
、

午
前
1
0時
と
午
後
2
時
の
2
回
(
受
け

付
け
は
、
閧
始
3
0分
前
が
ら
)

場
所

凵
区
役
所
南
館
1
2階
会
議
室

対
象
日

昭
和
1
2年
1
月
2
日
卜
昭
和
1
2年
4
月
I
E

生
ま
れ
の
方
(
対
象
者
に
は
別
に

通
知
)

内
容
H
国
民
年
金
制
度
の
仕

組
瓦
と
受
給
手
続
き
の
説
明
お
よ
び
個

別
相
談
(
受
付
順
)

問
先
卜
適
用
係

表39 年度国民年金保険料額
( 　)内割引額

● 保険料は、2 年分まとめて納めると15, 000円程度の
割引かあります( 口座振替は不可)

生

活

環

境

川
口
市
新
郷
東
部
第
2
土
地
区
画

整
理
事
業
に
関
す
る
説
明
会

足
立
区
の
隣
接
地
に
計
跼
百
れ
て
い

る
、
川
口
市
新
郷
東
部
第
冫
工
地
区
画

整
理
事
業
の
計
圃
布
ぷ
ぴ
環
境
影
響
評

価
(
振
動
・
騒
音
・
動
物
・
大
気
汚

染
・
水
象
・
景
観
)
の
説
明
会
を
開
催

し
零
T
。
日
時
卜
2
月
1
2
B
～
1
5
E
、

い
ず
れ
も
午
前
1
0時
と
午
後
2
時
の
計

8
回

場
所
H
川
口
市
新
郷
公
民
館
体

育
ホ
ー
ル
(
川
口
市
東
本
郷
1
1
8
4
)

　
0
4
8
(
p
)
B
I
)
o
B
4
9

対
象
地
域
卜
舎
人
一
丁
目
上
(
丁
目

問
先
卜
環
境
課
調
整
係
ま
a
ほ
川
口
市

区
画
整
理
課

〇
4
B
(
2
5
8
)
1
1
1
0

水洗化が
可能に
なりました

表
4
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

ひ
黔
レ
だ
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
卜
都
・
下
水

道
局
北
部
第
一
管
理
事
務
所

(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
吟
汞
す

問
先
卜
計
画
調
整
課
助

成
係

表4 水洗化可能地域

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
政
治
家
の
寄
附
・
有
権
者
の
寄
附

要
求
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

政
治
家
等
(
立
侯
補
予
足
者
を
含

む
)
が
選
挙
区
内
の
人
に
寄
附
夸
歹

る
こ
と
は
、
ど
ん
な
名
耳
も
`
霍

さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
附
に
は
金
銭
だ

け
で
は
な
く
品
物
も
含
ま
れ
、
卒
業

や
入
学
の
お
祝
い
な
ど
疂
明
る
こ
と

も
`
m
さ
れ
て
い
嫐
歹
。
有
権
者
が

こ
れ
ら
奎
ぶ
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
政
治
家
等
に
強
驀
す
'
9と

処
罰
さ
れ
ま
す
。「
贈
ら
な
い
、
求

め
な
い
、
鷽
け
取
ら
な
い
」
が
、
明

る
く
き
れ
い
な
選
挙
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
い
選
挙

奮
罹
進
し
乕
し
ょ
う
。

・
農
業
委
員
会
選
李
人
名
簿
の
縦
覧

選
挙
管
理
委
員
命

ぽ

、
毎
年
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
名
簿

を
作
成
し
、
選
挙
人
に
対
し
て
縦
覧

」乖
す
。

縦
覧
期
間
H
2
月
2
3日
A

月
9
日

場
所
H
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

い
ず
れ
も

問
先
卜
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

区
内
の
環
境
騒
音
を
調
査

騒
音
の
主
な
原
因
は
自
動
車
の
音

8
年
匐
月
か
ら
1
1月
に
か
け
て
、
区

内
2
1
1カ所
で
環
境
餮
暃
調
査
し
ま
し

た
(
表
5
)
。
騒
音
の
環
境
基
準
に
対

す
る
湎
合
率

騒
音
の
大
瘴
き
が
環
境

基
準
で
定
め
た
限
度
多
超
凡
な
か
っ
た

割
合
)
は
、
6
4・
7
%
で
前
回
の
調

査
(
5
年
度
実
施
)
を
2
,
4ポイ
ン
ト
上

回
Q
F

姙

。
支
配
的
音
嚴
(
最
も
耳

に
大
粤
ぐ
闃
こ
兄
る
音
)
は
自
動
車
音

が
一
番
多
ぺ
調
査
地
点
の
4
6
%
を
占

め
て
い
ま
し
た
。
自
動
車
は
、
騒
音
だ

け
で
な
ぐ
、
大
気
汚
染
の
原
因
と
し
て

も
、
大
き
な
艷
冢
苫
め
て
い
欒
T
。

よ
り
艮
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
自

動
車
の
使
用
に
つ
い
て
、
一
度
考
凡
て

み
豈
尤
か
。
問
先
卜
環
境
課
調
査

(
3
8
8
0
)
5
3
7
″
`
り

都
市
計
画
を

縦
覧
し
て
い
ま
す

区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
駐
車
場
を

決
定
杲
」
汳
し
た
。
名
称
H
足

立
第
2
号
青
井
駅
自
転
車
駐
車
場
区

域
H
青
井
三
丁
目
地
内
`
呆
日
卜
1

月
1
0日

縦
覧
場
所
・
問
先
卜
都
市
計

画
係

表5 環境騒音調査結果

( 単位 騒音: デシベル 酒合率: %)

口
座
振
替
で
、ホ
ッ
ト
安
心

郵
便
局
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す

寒
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
特
別

区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健
康
保
険

料
、
国
民
年
金
保
険
料
を
絅
め
に
行

く
の
が
、
つ
い
お
っ
く
う
に
な
り
ま

せ
ん
か
。
そ
ん
な
め
な
た
に
、
便
利

な
口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
豕
す
。

申
し
込
み
は
簡
単
で
す
。

申
込
日

窓
口
に
預
(
貯
)
金
通
帳
、
通
帳
印
、

そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持
参

申
先

=
預
(
貯
)
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
(

郵
便
局
を
含
む
ぶ
刄
ほ
区
担
当
課

窓
口

、
区
民
事
務
所

問
先
卜
▽
特

別
区
民
税
・
都
民
税
…
納
税
課
整
理

係

マ
国
民
健
康
保
険
料
…
国
民
健

康
保
険
課
収
納
管
理
係

▽
国
民
年

金
保
険
料
・・・
国
民
年
金
課
保
険
料
係

い
ず
れ
も

(
3
日
B
O
)
5
1
1
L

㈹

ひ

ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
2

月
習

二

日
)
、

午
前
U

″
～
午

後
1

時

愈

大
中
止
)
/

大
谷
田
公

園
/

出
呎
料
千
円
/

申
し
込
み
は
、

往
復
(

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
出
店
物
盒
明
記
(
2

月

‥‥一日

必
着
/

倶
楽
部
う
だ
だ
・
岡
田

〒
1
2
0大
谷
田
団
地
内
郵
便
局
局
留

　
(
5
6
9
7
)
0
6
6
p

」

☆
大
正
琴
無
料
コ
ン
サ
ー
ト
と
講
習

会
2

月
刀
一
日

王
)
、

午
後
1

時
/

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

久
保

(
3
8
8
2
)
7
0
6
7

☆
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
フ
ラ
ワ
ー
2

月
2
0
日
(

木
)
、

午
後
L

時
3
0
分
～

5
時
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/
5
0
0円

(花
材
別
)
/
森
田

(
3
9
1
4
)
4
8
0
7

☆
女
性
セ
ミ
ナ
ー
「夫
婦
っ
て
何
だ

ろ
う
」2
月
1
4
日
(
金
)
、午
前

1
0
歇
芬
～
正
午
/
大
谷
田
谷
中
住

区
セ
ン
タ
ー
/
無
料
/
清
水

(
3
6
2
8
)
4
3
c
u
B

☆
ス
↑
ス
ク
ー
ル
3
月
1
9
日
～

2
2日
(
車
中
十
泊
)
/
志
賀
高
原
発

哺
温
泉
/
足
立
区
ス
キ
1
協
会
・
堀

内

　
(
3
8
8
2
)
7
7
B
9

掲
示
板

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
ー
サ
ラ
金
一
話
無
料

法
律
相
談
(
第
二
東
京
弁
護
士
会
)

日
時
=
2
月
1
9
E
(
水
)
、午
前
1
0

時
～
午
後
t
時
(
臨
時
電
話
)

(
3
5
0
7
)
4
7
4
1

□ 阪神・淡路大震災か原因で神戸から転入された皆さんへ 神戸市の広報紙の郵送を希望される方は、　07B- 322- 50B5(神戸市広報課)までご連絡ください
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家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
お
考
え
の
方
へ

住
宅
金
融
公
寤
も
し
ぐ
は
区
の
指
定

す
る
金
融
機
関
か
ら
、
住
宅
改
良
資
金

を
借
り
入
れ
て
工
事
を
す
る
方
に
対

し
、
資
金
の
一
部
夲
助
成
し
ま
夛
。

対
象
卜
▽
自
己
用
住
宅
の
場
合・
:自
己

も
し
く
は
同
居
の
親
族
が
所
有
す
る
住

宅
で
、
引
鳶
続
き
居
住
す
る
/
区
内
に
1

年
以
上
在
住
し
て
い
る
/
前
年
度
の

総
所
得
金
額
が
瞋
万
円
以
下
で
あ
る

マ
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用
部
分
の
場

合
…
区
分
所
有
者
金
貝
で
構
成
す
る
管

摺
答
ま
た
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
管
理

樊
そ
あ
る

※
区
の
指
定
金
融
機
関

お
よ
び
助
成
の
要
件
な
ど
く
ゎ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
を

申
・
問
先
卜
住
宅

支
援
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

9
年
度
区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

足
立
区
痂
よ
n

よ
い
ま
ち
に
す
る
た

め
に
、
区
政
に
対
す
る
皆
六
ん

の
ご
意

見
や
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

。

対
象
卜
次
の

す
べ
て
の
条
件
夲
臈
た
す
方
・・・
9
年
4

月
1

日
現
在
2
0
歳
以
上
/

足
立
区
に
引

き
続
霄
J

力
月
以
上
居
住
し
て

い
る

(
日
本
語
が
で
き
る
外
国
人
を
含
む
)
/

都
内
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
な

い
/

過
去
3

年
間
に
区
政
モ
ニ
タ
ー
を

経
験
し
て
い
な

い

内

容
凵
連
絡
会

議
・
委
嘱
式
へ
の
出
席
(

平
日
)
/

ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
/
施
設
見
尤
鬧
の

参
加
/
区
政
全
般
に
つ
い
て
の
情
報
・

奠
兒
・
要
望
等
の
提
出
/
そ
の
他
広
聴

業
務
へ
の
協
力

定
員
卜
5
0人

任
期

日
9
年
4
月
1
日
1
1
0年
1
月
末
日

謝
礼
H
会
議
出
席
・
:―
回
3
千
円
/
ア

ン
ケ
ー
ト
回
簟
・・
1
回
千
円

申
込
卜
2

月
1
2日
ま
で
に
電
話
で
応
募
用
壓
'
‘

請
求

申
・
問
先
卜
広
聴
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

足
立
区
の
面
積
が
5
3・
2
0k ㎡
に

変
更
に
な
り
ま
し
た

足
立
区
の
公
表
面
積
は
、
従
来
ま
で
5
3

・
2
5‥
i‘で
し
た
が
、
こ
の
た
び
国
土

地
理
院
か
ら
新
し
い
数
値
が
公

表
さ

れ
、
5
3
・
2
0‥
宍一
に
変
更
に

な
り
ま
し

た
。
今
回
、
変
更
に
な
っ
た
壽

踵

由

は
、
面
積
を
廁
る
も
と
に
な
る
地
図
が
5

万

分
の
」
ふ

ら
2

万
5

千
分
の
1
に

な
ひ
、
精
度
が
向
上
し
、
よ
り
正
確
な

数
値
が
算
出
さ
れ
た
た
め
で
す
。

今
後
、
区
の
面
積
と
し
て
は
、
5
3
・

2
0
旨
蒿
帛
し
て
い
膏
汞
y
。

問
先
日
総
務
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

竹
の
塚
休
日
診
療
所

(
内
科
・
小
児
科
)
が
臨
時
移
転

2月16日

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
全
館
消
毒
の
た

め
、
隣
の
教
育
研
究
所
I
階
で
診
療
し

ま
す
。
日
時
卜
2
月
1
6
日
亘
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
、
午
後
5
時
1

9
時
1
5分

※
竹
の
塚
休
日
歯
科
診
療

所
は
底
更
あ
り
ま
f
ん
。
竹
の
獵
セ
ン

タ
ー
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情 報 コ ー ナ ー
皆さんの声を区政へ生 かす広聴ハガキをご利用く ださい
広蕁ハガキは、区役所の受付、区民事務所などの区施設の
窓口にあります。 問先=広聴相談係 　3880- 5111㈹

区民
の

声

消 費 者セン ター
の催し

・ 生活の科学教室 「安全・豊か
な食生活づくり」
日時=2月19日( 水) ・26日( 水) 、
午後1際30分～3時30分対象=
区内在住・在動・在学で全日程参
加できる方 内容=1 日目… 講演
「これだけは知っておきたい! 農
薬・添力[ l物は台所で落とせる」/2
日目… 実習「こうすれぽ 安心!
食品を選 ぶポイントと食べ方」
講師= 増尾清氏( 元東京都消費者
センター試験研究室長) 定員=

40人( 先着順)
● 暮らしっくスクール終了記念講
演会「暮らしの知恵一残したいメ
ッセージ」
暮らしの法律専門家力戈、日々の

暮らしの中で起こる様々な問題に
ついてアドバイス。日時=2月
18B吹) 、午後6峭吩～8蹈0
分 対象= 区丿内在住・在勤の方
講師= 槇塚章氏( 弁護士) 定員=50

人( 先着順)
- いずれも 一

費用= 無 料 申 込ご電 話 場・
申・問先= 消費者センタ ー
3880 ―5385

女性 総合
セ ン タ ー の 催し
● 讒淬「ドメスティック・バイオ
レンス( 夫・恋人から女性への暴

力) を考える」
女性が男性から暴力を受けるこ

とは特別な事件ではなく、あなた
の身近でも起きています。あなた

も被害者になるかもしれません。
その実態や社会的背景を学び、解
決に向けての方策を一一緒に考える
ための講座で す。 日程等= 下表
場所= 女性総合センター

※ いずれも水曜日、午後6時3口分～8時30分

● 花畑セミ ナーパート2 考えよ
うノフ21世紀の「生き 方・住まい方」
『家 族と 住むノシン グル で住

む亅「仲間と住む」などいろいろな

生き方・住まい方を学び、これか
らの自分らし い生き方や庄まい方

を一緒に考えてみません力丶 日
程等= 下表 場所= 花畑センタ ー

※ いずれも水曜日、午後2時～4時
い ず れも

対象= 区内在住・在動・在学の方
定員=30 人 費用= 無料 申込=
往復ハガキに住所、氏名( フリガ
ナ)、年齢、電話 番号、希望理由、

「講座名」を明記 期限=2 月14
日必ヽ着 申・問先= 女性総合セン
ター 〒i 23t a田7- 33- 1
3880- 5222

青年 講座「自然の学校」～カラスは何でも知っている～
都会に住んでいる野生動物は、

私たち人間の暮らし と深く関わっ
ています。こうした動物たちの不
思議な生態から自然を考えます。
日程等= 右表 対象= 青年男女
講師= 佐々木洋氏( プロ・ナチュ
ラリスト) 定員=30 人 費用=

無料 場・申・問先= 青年センタ

- 　3890- 0061

人 権 研修 会『講 演と映 画の集 い
』～人間らしく生きるために～

私たちの社会には、障害者f司題
や外国の人に対する偏見など、
様々な矛盾力年鋩Eしています。身
近にあるいろいろな人榴司題( 同
和f司題等) について考えてみませ
ん力丶。日時=2月20日( 木) 、午
後2時～4E噸30分場所=ギャラ
クシティ・こども科学館 対象=

社会教育のリ ーダ ーおよび鵑G, の
ある方ならどなたでも 内容= 講
演… 「いま、人権を考える」/ 腴
回・・「しきじきょうし つ」 講師=
西川潤氏( 早稲田大学政治経済

学部教授) 費用= 無料 申込=
当 日直接会場へ 問先 生涯教育f f i t m

　3880 ―5111(㈹

9年度「消費者団体登録」

を受け付けます
消費者団体登録を行うことによ

り、消費者センタ ーの各施設を無
料で利用できます。また定期的に
消費者 情報の提供 が受 けられ ま
す。 対象= 以下の要件を満たす
団体… 現に消費者活動を行ってい
る団体 また はこれ に準 ずる団体
(営利目的を除く) / 規約( 会則)
に基づいた 「活動計画」を有する/
連絡責任者力i、区内在住・在動

者である/ 会員が5 人以上である/
会員の過半数力I X内在住者であ
る 費用= 無料 期限=2 月28 日
申 ・問先= 消費者センター
3880- 5385

千住あそびまつり
昔の遊びを楽しみます。お子さ

んから; お年寄りまでi 髫さんご参加
ください。日時=2月16日( 日) 、
正午～午後3時場所=千住公園
※ 雨天の場合は千住 児童館老人館
費用= 無料 申込= 当 日直接会場
へ 申・問先= 千住児童館老人館

　3882 ―2765

女性総合センター
情報資料室が休館します
情報資料室は、防災点検ならび

に館 内環境整備 のため休館し ま
す。休館日=2 月15日 問先= 女
性総合センター 　3880- 5222

今から始める女性保健セミナー
40歳からの女性は真の芫実期を

迎え ます。され緤)かで素敵な女性
を目指して集まりましょう。
日程等= 下表 対象=4〔扁叭廴ヒの

女性で全日程参加できる方 定員=50
人 申込=電話 申・問先=

千住保健所 　3888―4277

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています Y ・F240, 000


